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　　FqHowibgs．昇r今the　sumlnary　of　the　studies．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　1）ThePale・geneTertiaryinthlsdistrlctistheKlshim衰grqupc・mp・sed・fthe
formations　from、the　lower　Yukiaino　to　the　Hatatsu。The　t6tal　thlckness　of　these　forma．

tionsism6ret血an600meters．
　　2）Th6Tatara　mudstone　member　is　abundant　in　fofaminiferal　fauna，and　the
耳pper　Yukiaino　formation　is　rich　i1｝glauconitic　sandston6．Tatara　and　the　Yukiaino　are

develoPed　through　the　丘e1（i，

　　3）The　fGrmation　in　the『Ydnokibaru　area　was　formerly　considered　as　the　Kishima
formatlon　bゾso血e　geologist，but　it　is　ascertain合d　by　writer’s　studies　that　the　formation

belongs　to　the　Hatatsu　shale　formation．

　　4）　It　has　been　considered　that　the　geOlogic　structurβ　in　th今　distr1ct　was　co卑一

　　　ゆplicated　with　many　faults．But　in　tracing　certain　key・beds，it　is　leamed　that・there

develope（1a　single（iome　an（i　some　centroclinal　structures　cutよレy　sQme　faults．

　　5）The　geologica1’age　of　the　Tertiary　formation　is　considere（i　to　be　late　Ollgocene　on

the・basis・fthestratigraphicalseΦenceandthelfaunaipthef・rmati・ns・

　　The　overlying　formation　is　the　Ainoura　of　the　Sasebo　group　Which　commonly
regarded　as　early　Miocene　in　age　by　the　both　of　faunal　and　且oral　evidences．

要　　旨

　唐津炭田唐津杵島地区桃ノ川の南方多々良附近には，’

一一部の地質家によつて，杵島層群の最下部にある杵島層

が，断層に取り，囲まれて分布しているとみなされてい・

『た。この調査はは，たし淀それが杵島層であるかどうかを

明らかにするこ、とを目的とし七いる。

　筆者は昭和28年10月10日から11月12日まで34日

間，上記多々良をほ父中心とする約20km2の区域を調

査した。その結果，本地域内に発達する杵島層群は，行

合野砂岩層下部から畑津頁岩層中部までの地層であつて

』従来考えられていたように，杵島層ではないことが判明

した。またこの地域およびその周辺の地質構造は，多々良

向心構造とこれを取り囲む約5つのドンムとからなり，

従来考えら塾ていたような大きな断層は認めら塾ない。

　したがつて，地表チド比較的浅所に芳ノ谷層中のいわゆ

＊燃料部

る杵島本層が伏在するということは期待できないであろ

うQ

1．緒　　言

　亙．置　目　的　　　　　　、一

　昭和23年資源庁の依託によつ七須貝貫二4）らは三間

坂附近を調査し，その層序・構造をほ父明らかにした。

今回調査したのはこれに北接し武内・松浦両村を含む約

20km2の地域である。従来の資料14）、によれば，本地域

には杵島層群（芦屋層群）上部の畑津砂岩層およびその上

位の畑津頁岩層が分布し，NW・SEおよびNNW－SSE

方向の断層によつて，中央部には同層群の基底部である．

杵島層が露出しているとされていた。もしもこれが事実

ならば，杵島層分布区域においては地表下比較的浅所に

芳ノ谷層中の杵島本層が伏在することとなる。この杵島

本層は，唐津杵島地区における最も重要な稼行炭層であ

るゐで，本調査においては調査地域の層序，特に杵島層

とみなされているものの層準決定と，地質構造とを朗ら
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、かにすることを調査の主目的とした。

　1．2調査班員および期間．

ド地質班：

灘轟：慧繕／昭灘器1昌7

　須貝貫二（全域視察）‘昭和28年11月・10日～

　　　　　　　　　11月12日（3日間）、
　測量班；』

　磯巳代次（南東部実測，北西部航空写真の図化，地形

図の縮尺1万分の1）昭和28・年9月10日～11丹13日
’（34日1間）　，

　本調査に際して航空写真の図化による1万分のエ地形

図を譲渡された福岡通商塵業局プ現地に郭いて積極的に「

御協力くださつた古河鉱業の嘉村豊氏と杵島炭鉱の森永

陽一郎氏に対し厚く謝意を表する。また化石の同定をさ

れた当所福田理・水野篤行両按官に感謝する。

　　　　　2．位置渦区域および交逼

　　　　　　　　　　　　　　＼　本調査地域は，筑肥線金石原駅南東にあたる松浦村中

野原および武内村多々良・柚木原を含む東西約5km，，

』南北約4km（面積約20k實12）の範囲であるσ

　筑肥線が地域の北縁部をほ黛東西に走り，調査地域内

に金石原の駅がある。またバスの便も良く，本地域の交

通ならびに運搬の便はぎわめて良好である5

3．地　　形

　本地域ば安山岩類の分布地域を除い宅は，『一般に標高　．

200m以下の丘陵地帯で，山頂近くまで農耕されている

『所も少なくない。
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第1図　桃ノ川南部地域模式地質柱賦図

4．，地、　質．

4．玉概読
本調査地域には，古第三系の杵島層群（芦屋層群）およ・

びこれに貫入した火成岩類と，これ，らを被覆する第四系

が分布している。

　　　　　　　　　今岳　　　　　、　℃’

　　　　　　　i◇▽・藷、

．．．還．一蕊1’・』一ノ撚殺”

擁『驚▽1『lll㌻

　　　　τ弩昏☆

欝津…礎，警々罠是岩層、，

匪コ畑灘羅

舗姻÷il犠一、

・匿劃玄端石英安嵯およ礁瑞

．圏黒類族知岩
灘熱軍石・罷磁武岩

構造的に大観すると，南西部と東部に下位の地層が露・

われていて，調査地域の中央や」東寄りの多々良へ向か

つて逐次上位の地層が分布している。㌔
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、

　　　　　　甑地質調．査所月報、（第6巻　第12号）・

　4．2　柱島暦稗（芦屋層群）．　　　　　　　　　　　　　　川内）

　本地域に分布している杵島層群は，同層群中部の行合　　　層　厚：　20～40m

野砂岩層から畑津頁岩層の中部までである。　　　　　　本層は北から南へ藤川内・桃ノ川・萩ノ尾・松尾を経

　4．2．1行合野砂岩層下部　　　　　　　　　　　　　　　て東梅野にわたつてよく追跡されるとともに、地域西辺

　模式地・、鼓部落北方300mの県道に沿5川底　　　　　部の鼓ドームにおいても確実に追跡される。下位の行合、

　層　厚、5m＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野砂岩層中部から漸移し，上位の畑津砂岩層に移化して

　本層は調査地域内においては鼓附近のみに露出してい、　いる。　’

喬・おも噸灰色の繍鞭轍岩と暗灰色蝿との　本層鋤鳴型砂饗卿莇なつている・菰涜本砂
．互層で，いわゆる骨石状に割れる特徴を有し，時に凝灰　　岩は中ん粗粒で・，海緑石を多量に含んで線負を示すが1

質粗粒診岩の薄層を挾んでいる。本層の上限から約50　！風化すると茶褐黒隼に汚染される・まだどきに礫質と澱

m下位には，唐津炭田全域にわたつて追跡されるいわ・　り，あるいは厚さ数mの細礫岩層を挾むこともある・

『
ゆ

る“骨石層’シ（第5図参照）が伏在するものと考えら、』　　本層の厚さは調査地域外北方の藤川内や桃ノ川附近で

1れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は約50耶あるが，地域内の中通り西方で約40m，東

　4．2．2行合野砂岩層中部・　　　　　　　　　　　　梅野においては約20mである。

　模式地＝　鼓一市野瀬に通ずる県道・　　　　　　　　　　本層の下部は保存不良の貝化石を含むことがある・

　層駐180～190m　　　　　　　　　42・4畑津砂岩層
　本層は，地域南西部の鼓，束部の池ノ平および南東隅　　　模式地：　萩ノ尾南方川岸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロノ　トの東梅野附近に分布している。走向・傾斜の測定困難な』　　層　厚：　180ん22¢；n’　　　　　　　　1

塊状の細～中粒砂岩からなり，処々で石材として採取さ　　　本層は金石原・中野原・上古場方面と・金石原がら下

れているので，この採石跡が本層の追跡に良い手がかり　　平・萩ノ尾・柿田代を経て東梅野北西方（梅野原〉 にわた

となることが多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　、つて肇達し，上位の畑津頁岩層下部（多々良泥岩部層）と

　本砂岩層は青灰色存いし灰色を呈し，風化すると一種　　漸移している・本層は一般に微細～中粒砂岩を主とむ3

特有分帯紫色となる特徴があり，線色鉢物はきわあて少　　，時に凝灰岩の薄層を換有する・上’下部附近の砂岩はし

なく，いわゆる“行合野型砂岩1。）”と呼ばれている。　　ばしば海緑石を含み，特に上部のものは多量の海線石を

　本層中から産するおもな化石は五癬伽sp．で，その　　含むごとがあるので，行合野砂岩層上部の“駒鳴型”

他C¢JJ魏¢耀」3％叩6勿誘（NAGAO）なども産する。　　　』砂岩と見誤られることがある。．

　4．213行合野砂岩層上部　　　　　　　　　　　　　　　　一般に新鮮な砂岩は灰色ないし灰青色を示し，容易に

　模式地：・松浦村中通り神社西方（地域外としては藤・　風化して紫赤色となり，顕著な玉葱状構造を示すことが
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唐津炭田唐津杵島地区桃ノ朔南部附近地質調査報告　（長浜春夫・鈴木泰輔）

　　　　　図版1畑津砂岩雇上部の玉葱朕構造
　　　　上伊万里一金石原駅中問の鉄路北側にある

　　　　　　　堰堤にみ、ちれる露出

特懲である。こめ玉葱状構造は下部のものに較べて上蔀

のものが大形である（図版1参照）。

　化石＝　中通り西方500卑の丘の上および上古場北

方の崖で下記のものを採取した。

　∠46πα4sh砂αonsJs　（NAGAO）
　㌧4写o歪訂吻」6がs6h漉鷹6多z6勿sJs　（NAGAO）

　・Cツo距％召　～sp．

　加伽卿cfr．加吻励（CLARK）
　漁oo灘sp．
　Po7〃α％4臨渉h7αo伽40グ粥げ5　（STORE）

　　7θ彫γ加離αsp．

、4．2．5畑津頁岩層

　本層は上古場東方から多々良・，柚ノ木原附近に分布し

岩相によつて畑津頁岩層下部と畑津頁岩層上部の2部層

．に分けられる。

　畑津頁岩層下部（多々良泥岩部層・》一新称）

　模式地：、杵島郡武内村多浸良北西方小峠の堰堤附近

　層　厚：　模式地に・おける厚さ40m

　本層は上古場東方から多々良・柚ノ木原にかけて分布

している。同様のものが地域外北方今岳からその北方原

屋敷方面と地域外南方鳥ノ海方面にかなり広く発達して

・いる。

　本層の最下部には陣さ5～10cmの墜硬な中～細粒砂

・岩があり，ζの砂岩の干面に層面に平行にはいつた砂管

状のものがある。この下面をもつて畑津砂岩層と多々良

泥岩部層との境にする（第4函参照）。なお本部層の上限

は，この境界面から40～50m上位にある厚さ2～3血

の堅硬な雲母質の中粒砂岩層の下面までとするβ

　本層の下半部はおもに泥岩からなるが，上半部は頁岩

と薄板状砂岩との密互層となり，最上部には多々良西方

でみられるように，厚さ2～3cmのきわめて薄い亜炭

級の炭層がレンズ状に挾有されることがある。

　泥岩は暗灰色ないL灰黒色を呈するが，風化すれば帯

黄褐色となる・鱗片状に割れ，時に玉葱状構造を呈する
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こともある。多数の小型有孔虫および二枚貝化石などを・

含み，きわめて良い鍵層である。

　砂岩は灰色を呈する雲母質の微細～細粒砂岩で，薄板

状を呈し，風化すると縞目を現わす。本層中からの化石

は第1表に示す有孔虫化石のほかPo曜朋伽醐儒θ」

勉sh初zα郷MlzuNo（琿S．），P．soのho耐6s（NAGAo），

P70ρ64甥鋸s3伽解sp．Cfr．0召Z80惚4の臨TEGLA卸D，

．馳％∫協㈱sp．，五翻hJ召sp．および魚鱗化石などを産す

る。

　畑津頁岩麿上部

　模式地：　柚ノ木原北西方

　層厚＝110m＋
　本層は柚ノ木原の附近に分布し、下位の多々良泥岩部

層とは整合関係にある。多々良泥岩部層上部の頁岩と砂

「岩の密互層の上に重なる厚さ2～3mの，雲母を多量に

5一（687）
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第1表多々良化石層産9有孔虫化右表

種 名
産出．．地’点（：L）

、：L1

　　　ノ1卿彫04」56％s　sp死

　　　、β4吻助伽sp・
　　　B．カπρ0毎65D，
　　　　ORBIGNY　－

　　　B．sp．一

　　　C‘35sJ‘！％あπα　sp．

　　　ご朋跳sp．

　　　α扉6げ4θs』yφ6∫ASANO

　　　1ンoグoih才召sp、

　　　E89膨Z1θSPP．

　　一αo砿多67枷s加．

　　　1σ鋼oづ4伽cf．5媚翻J
　　　　D70RBIGNY
　　　　G．sp．

　　　∬召ρJoρh翅9翅o才4召S　SPP．・

　　　漁プ！わzo♂あ6Z如　SPi　，

　　　葡吻％cf．一so伽漉（Dプ
．．　　　　　　ORBIGNY）

　　　．〈砂40餓吻sp．

　　　P160耽σcf．2）0フリ勉∫6郷∫S

　　　　ASANO
　　　．Rob麗どz’s　sp．

　　　7猶06hα郷翅茗n‘z　αsh砂θ6％一

　　　　3才s　MURATA

×

×

×

：L2

×

×

×

L3

ズ

×

L4

×

×

×

×

×

：L5

×

×’

L6

×

：L7

×

×

、×

×

×

×

×

×

×

、：L3

註）産出地点は第5図参照

×

×

×

×

×

×

×

含む灰色細粒砂岩層から上位の地層を一括Lたもので，『

調査地域内においてはその上限が不明である。したがつ

て本地域におし｛ては，本層と佐世保層群との関係はわか

らない。

，本層は下位の多々良泥岩部層に較べて雲母質の砂質の

砂岩に富み，砂管・漣痕が多くなり，特に砂岩の岩相も』

’鮮明で，下位の畑津砂岩層以下の砂岩のよ勃4汚染され

ておらず，佐世保層群中め砂岩によく似た岩相を示して

いる。本層中の厚さ2～3mの砂岩層は各処で石材や砥

石用どして採掘されている。

　本層の下部に近い所がらPo7磁擁毎、磁嬬ε」儒砿

耀耀MIZUNO（MS．）が産出する。

　4．魯　地質構造（第5図参照）

　本地域内に発達する古第三系の構造は，；れを大観す

ると中央部の多た良向心構造，その西側の鼓ドームおよ

び金石原向斜によつて構成され・数条の断層炉これらを

切断している。地域め東部および西部には最下位の行合
ダ

野砂岩層が露われ，中央部には最上位の畑津頁岩層上部

が分布Lている。

　さらに調査区域外まで視野を拡げてみると，第5図に

示すように，多々良向心構造を中心として東・北6西爾、

‘3方に5つ15）のドームが発達∫し，南方は』WNWESEのi

伊万里断層によつて切断されるとど屯に，黒岳ゑ構塵す・

　る玄武岩およびその砕屑岩類によつて貫通あるいは被覆・

　されている。　・

　本地域内の各層の傾斜は5～1GOの緩傾斜妃特に多　一

娘向備造の中心部で跡平に近し・が凍側紛布す．、

　る畑津砂岩層は急に傾斜を増し20。以上となる。

　4．3．1摺曲
　本調査地域内の摺曲としては，・鼓ドーム，・多々良向心・．

　構造および金石原向斜などがそのおもなものである。

　鼓ドーム＝　地域の西方鼓部落をほ攣その中心として

　やΣNNE－SSW方向に延び痕ドームで，核心に行合野
　砂岩層下部が露われている。本調査地内にはその北東半

　部が含まれ，本ドームの南部は伊万里断層によって軍ら

　れているとともに，玄武岩およぴその砕屑岩類によつズ

　貫通あるいは被覆されている。地層の傾斜は1q～200をー

　示す。

　多々良向心構造：　地域の中央やΣ東寄りに位置する、

　多々良部落の南西約1kmの地点を中心とする典型的な

　向心構造で』その中心部を畑津頁岩層上部が占めてい為σ・

　傾斜は北部・西部および南部で100内外で緩く，東部で

　は20。内外でや玉急である。

　金石原向斜構造：　筑肥線を挾んでその北側の藤川内

　ドームと南側の鼓ドームとの間にある向斜である。NW－

　SE方向の軸をもち，・金石原附近を支点として1つは南

　東へ向かつてし庭いに開きながら沈下して多々良向心構

　造に発展し，1つは北西に沈下して古賀方面の向心構造’

　に続いている。地層の傾斜は北東翼においては5～10。，

’南西翼においては10ル150を示す。

　　4。3．2断層　　　 ．・

　　調査地域内のおもな断層は，N－S系璽ものとNE・SW

　系のものとに2大別できる。前者延属するものに小石

　原・上古場・柚ノ木原および桃ノ川の4断層があり，．後

　者には小峠・柿田代の2断層が属し，ほかに調葦地域外

　ではあるが伊万里断層がある。

　　小石原断層：．牛古場の山頂三角颪1214．5m附近を

　ほ黛南北に走る西側落ちの推定断層で，その落差は行合’

　野砂岩層中部の転位から推定すれば，牛古場附近で約40

　mとなり，北上するにしたがつて急に落差を減ずるも

　ののようである。なお本断層と伊万里断層との関係はい

　まのところ木明である。

　上古場断層：．上古場部落を通る走向ほ貸N－Sの正断

　層（りで）．同部落附近において』その落差は約’60mと推

　測されるが，一北へ向かつて急激に落差を減じ，中通りの

　部落においては消滅するもののようである。なお本断層

　の南端は黒岳の玄武岩類によつて覆われている。

　　桃ノ川断層15）｝桃ノ川駅の南方約400mの貯水池

　（断層面の測定不能）および多々良部落神社北東約50m

　の川床（走向N200E，傾斜600E）の2地点で確認した西

．　6一（688）
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側落ちの逆断層である。その落差は桃ノ川北方では約

11100mを示すが，多々．良向心構造へ向かつて急激に落差・

を減じ，ついには消滅している。．

　柚ノ木原断層＝柚ノ木原部落附近の川床で断層面（走

向N22QW，傾斜550W）を確認した南西側落ちの正断層

で，「その落差は柚ノ木原部落附近では約40mであるが

多々良向心構造へ向かつて消滅するものと考えられる。

　小峠断層15）：小峠の貯水池附近で断層面（走向N300E，
’
傾
斜 400NW）を確認した北西側落ちの正断層である。

その落差は40m以内で，西方上古場部落へ向かつて急
激に消滅するもρど推定される。

　柿田代断層＝　地層の分布ならびに層厚から推定Lた

落差約30mの南東側落ちの犀断層であるが，その実体，

は明らかでない。

　伊万里断層二伊万里一吉田を経て調査地域の南端を

通り，東梅野にぬける南側落下の正断層と推定される。

本地域における本断層の落差は，小石原附近において，

行合野砂岩層中部と相ノ浦層とが接する（断層面未確認）

ことから数100mと推定されるが，黒岳の火山岩類に
よっ七そゐ大部分が被覆されているため，確実なことは

わからない。

　杢4火成岩類
　本地域の火成岩には地域南縁の黒岳・白岳・・烏岳など

の山体を構成するものと，古第三系中に岩脈または貫入

岩床とLて露われるものとがあるQ

　「岩脈は主として撒麓石玄武岩で，貫入岩床は黒雲母石

英安卑岩および輝石撒撹石玄武岩である。

　輝石撒撹石玄武岩＝・、肉眼的に黒色，緻密ジ粗粒鏡

下では斜長石・緻撹石および普通輝石の斑晶が認められ

るg撒欄石の多くは蛇紋岩化作用を粟け・蛇紋岩に変化

Lている。また泥岩の捕獲岩を含むことがある。

　黒雲母石英安山岩：　肉眼的には灰色の石基に，黒色

の黒雲母と赤血色の角閃石（？）から変質Lてできたと考

えられる酸化鉄および，灰白色の（中性）長石とが認めら

れる。鏡下では斑晶としてさらに少量の燐灰石ポ石英が

認められ，石基は微紬な石英・アルカリ長石・酸化鉄お

，よび燐灰石恥らなる。

　以上の岩脈および貫入岩床は，肉眼的には母岩の砂岩

南るいは泥岩に対し宅接触面から5～30cm程度の範囲

内で変質を与え，これを硬化させている。

　　　　　　　　・5．結　　論

　’（1）本調査地域内に分布する古第三系は，杵島層群『

　〈芦屋層群）の行合野砂岩層がら畑津頁岩層上半部に至る

　地層で代表さ池，そめ全層厚は6QOm以上『となる。

　　「（2）’本地域においては，多数の有孔虫化石を含む多・

　々良泥岩部層と，海緑石を含む行合野砂岩層上部が鍵層
　である。

　　（3）柚ノ木原附近に分布する地層は，一部の人14）に．

　ぱつて杵島層と，されていたが，今回の調査によつて畑津
』

　頁岩層であることが判明レた。

　（4〉本地域の構造に関しては，従来多数の断層に切’

断されて複雑な構造を呈しているとみなされていたが，

鍵層を追跡することによつて，その構造は大きくみて1

つのドーム構造と1つの向心構造とからな，り，それが数

条の断層によつて切断されてい1ることがわかつた。

　（5）現在のところ，1本地域内に分布する第三系の地

質時代を，そのなかに含まれる古動物群と，佐世保層群

相ノ浦層中の古動物群8｝1「および古植物群16）．と，さら㌍1

杵島㌔佐世保両層群の層序学的資料から判断してゼ筆者

は一応漸新世後期と考えている。

　　　　　　　　　（昭和28、年10～11月調査）
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